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られる DimensionalStability との関係については従来殆んど研究せられていない様である｡ 筆




木材中にある孔隙割合を C,細胞膜実質が占める割合を m,容積重を r とすれば C-1-m-
1-r/1･56 となり,圧締力増大 と共に弾性及び塑性変形が起 りC は減少し,rは蓮に順次増加し





-X･ 木材の構造組織と圧縮度との関係 ;一般に秋材を構成している細胞は厚膜から田来て居 り,
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担来るとの′べている｡ 即ち此の現象を良く説明するのに"RoBINSON の所謂 HSlipPlaneHがあ
る｡ 此は木材細胞膜に圧縮よって生じた綿であって,此の柄部分は塩化亜鉛沃度液で紫色となる｡
即ち木材細胞膜はセルローズの ミセルから成 り立っているが,その周囲は リグニンで包まれてい
i






件下で木材を加圧,加熱する事が必要である｡ 此の様な見地か ら研究を行ほれているのが "Heaレ
stabi,1izedcompressedwoodH(Staypak)で普通の圧縮木材封ま興るものである｡
折 無処理圧縮木材 と石炭酸樹脂注入圧縮木材の最適加圧条件の問題
無処理圧縮木材に関して R.M.SEBORG及び A･J･STAMM 両氏の報告によれば, 木材の圧






















































潰温度は 25士3oC であった｡而 して試片





















した後取出した｡硬化圧締終了した試片は更に 100oC で 2時間電気乾燥器中で乾燥した後,乾燥
デシケーター中に入れ冷却した｡その時の試験片含水率は何れも2-4%であった｡無処理試片も
IL鮫のため同様に乾燥し約-4%の含水率よした｡











V.実 験 方 法
容積安定性 (DimensionalStability);上述Lに様に硬化圧縮終了した試片は乾燥デシケーター
中で冷却した後,坪竜及び標点間距離測定 (切線方向 -1/100mm精度の読取顕微鏡で測定)並び
に厚み測定 (放射方向 -1/20mm 精度のキャ リバーで判定)を行った｡而 して試験片にビ-カ-



























侍硬化圧縮処理による切線方向の膨張率は〝ヒノキ〝に於ては圧縮力 10kg/cm2 (辺材 ;3.0%,












ヒ ノ キ (Hinoki)













































































木 材 研 究 第]2号 (昭29)
るに,中間圧縮力の使用は好ましくない｡以上の結果は(D)項に於てのべる様に Tarlgential方向
の DimensionalStability と同じ関係にある｡ 庸 Fig.4及び Fig.5 か ら判る様に樹脂注入圧
縮木材の加圧方向の Recoveryは無処理圧縮木材*のそれに比し僅かである｡
※ 無処理圧縮木材の回復に関して,Hickoryの心､辺材を用いて実験を行った R.M.SEI∃ORG
















































?? ??? ? ? ? ?
??
? ? ? ?? ?
??
? ? ? ?
??
?? ? ?
? ? ? ? ?
? ?? ??
? ? ?
? ? ? ? ??
?
??
? ? ?? ? ? ?
心材 (Heartwood)





0 20 40 60 80 10 i,70
〝Birch/
心材(Heartwood)
0 20 40 60 80 100 】50
庄輔九 (PressingPressure)(kg/cm2) 庄締九 (PressingPressure･)(kg/cm2)
度保持量の大小とは無関係である｡ 以上の事項は樹脂注入圧縮木材の場合については適合 しな
い ○
(D) 圧締力と抗収縮能力との関係- Tangential方向の Dimensional′Stability-上述の方法
i
で樹脂注入 ･硬化 ･圧締処理した試片を1時間水中に浸漬したま 1真空下に置いた後,更に 10日
閥水中に浸漬膨潤せしめた状態と最終絶乾状態間の Dimensionalchange｣を基準として算出した
収縮率並に抗収縮能力は Table7,Fig-6 に,及び水中浸漬後試片中に吸収せ られた含水率は
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Fig.6 (ⅠⅠ)
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木 材 研 密 第12号 (昭29)
Fig･8 に京した｡Table7,Fig･6 に見る様に馴 旨達人処理する事によって抗収縮能力はヒノキ













るが,カバに於ては,中間圧締力 (辺材では 20-40kg/cm2,心材では 40-70kg/cmc)で減少し






























苧 ヲ y ､ ,
X ol
(x:Sol･d･voodゝ)










侍心材よりもカバ,ヒノキ両材に於て何れも高い抗収縮能力値を得る｡ 即ち 100kg/cm: の高圧締
カに於て,ヒノキでは辺材約 70%,心材約一84%′,150kg/cmcの高圧縮力に於て,カバでは辺材
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締力 20kg/cm2 に於て,カバ材に於ては辺材では圧締力 40kg/cm2,心材では圧締力 70kg/cm2
で回復率は最大である｡
4.5kg/cm空の非常に低vl圧締力でも抗収縮能力値は大きく増加する｡
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